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動物に体重増加の抑制と摂餌量の低下がみられたが、奇形の発現頻度の上昇はみられていない。

1) 

 (2) 経口投与 
ラットに25、50、100、200及び400 mg/kg/dayを妊娠7日から16日までの10日間経口投与した実験で、

母動物で体重増加の抑制がみられ、100 mg/kg/day以上では吸収胚増加がみられている。胎児で

はすべての投与量で骨化遅延がみられている。1) 

 

ク 特定臓器毒性／全身毒性（単回ばく露）1) 

ヒトへの影響 
ヒトでは呼吸器の粘膜に対して刺激性を示す。 

12.5-25 ppm で 20-90 分間ばく露された場合で、めまい、眠気、意識障害がみられている。 
 
ケ 特定臓器毒性／全身毒性（反復ばく露）1) 

（１） 吸入ばく露 

マウス、ラットを75、150、300 ppmに6時間/日×5日/週×30日間ばく露した実験で、150 ppm以上

で体重増加の抑制がみられたほか、腎臓、肝臓では相対重量の増加がみられたが組織学的変化

はみられていない。また300 ppmで鼻甲介粘膜上皮の炎症、変性、限局性壊死及び扁平上皮化

生がみられている。 

マウス、ラットを25、75、225 ppmに6時間/日×5日/週×27ヵ月間ばく露した実験で、用量に依存

した鼻腔粘膜下腺上皮の過形成、嗅上皮の呼吸上皮化生の増加がみられている。ラットを540 

ppmに7時間/日×5日/週×19日間、あるいは70、300 ppmに7時間/日×5日/週×30日間ばく露

した実験で、300 ppm以上で肺のうっ血、肝臓の混濁腫脹及びうっ血、腎臓の混濁腫脹、脾臓の

色素沈着がみられている。 

ウサギでの同条件の実験では300 ppmでカタル性肺炎と肝臓の障害がみられている。 

（２） 経口投与 

マウス、ラットに100、200、400、600、800 mg/kg/dayを14日間強制経口投与した実験で、マウスで

は100 mg/kg/day以上で胃壁の肥厚、400 mg/kg/day以上で前胃の潰瘍、ラットでは100 /kg/day

以上で胃壁の肥厚、400 mg/kg/day以上で前胃の炎症または潰瘍、粘膜上皮の過形成、角化亢

進がみられている。 

ラットに2、10、20、50、100、200 mg/kg/dayを2週間強制経口投与した実験で、20 mg/kg/day以上

で前胃粘膜上皮のびまん性または限局性過形成、角化亢進、粘膜下組織の炎症、水腫、潰瘍が

みられ、腺胃では100 mg/kg/day以上で粘膜下組織の炎症と水腫がみられている。また、ラットに

23、99、197、369 mg/kg/dayを2週間飲水投与した場合では強制経口投与よりも影響が弱くみら

れ、99 mg/kg/day以上で前胃粘膜上皮のびまん性過形成、197 mg/kg/day以上で角化亢進、粘

膜下組織の炎症と前胃粘膜上皮の限局性の出血がみられ、腺胃では異常はみられていない。ラ

ットの雄に0.46、4.7、115 mg/kg/day、雌に0.69、6.3、163 mg/kg/dayを2年間飲水投与した実験

では、雌雄とも最高用量で摂餌量と摂水量の減少に伴った体重増加の抑制がみられているほか

は異常はみられていない。 

イヌに0.25、2.5、25 mg/kg/dayを2年間経口投与した実験では、試験開始時に25 mg/kg/dayで嘔


